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                School     Volunteer 
 
 
                   Kobayashi   Support    Center          
                   

学校向け 

Q１ KSSVC

 
KSSVC

 

Q２ 

Q３ 

Q５ 

 
 

 

☆ ボランティアを募集して学校へ紹介。学校からのボ
ランティアの依頼にも応じます。 

☆ 地域学校協働活動を取材させていただきます。取
材後、掲示用の写真(A4版)を学校に届け、中央公
民館にも掲示します。(昨年度は190件を取材) 

☆ 「KSSVC だより」を発行し、活動の様子を広く紹介し
ます。昨年度は学校向けを２４回、市内回覧用を１２
回それぞれ発行しました。 

☆ 協働活動の実績（活動件数・ボランティアの人数）
を、年に１度集約します。 

☆ 各学校の取組をまとめた「実践記録集」と事務局
の業務をまとめた「１年間のあゆみ」を年度末に作
成し、学校と関係諸機関に届けます。 

☆ 学校・地域コーディネーターの研修会を、年に２回
開催します。（昨年度は未実施） 

 

【学校では…】 ① 学校の教育活動の充実 (100%) 

② 教職員が子どもと向き合う時間の増加 (66.7%) 

③ 地域に支えられ、応援される学校づくり (100%) 

④ 地域に愛着を持ち、地域に貢献したいと 

考える人材の育成 (90.5%)  
  数字は小・中学校２１校の肯定的評価「そう思う＋

どちらかというとそう思う」の割合です。(H.30.11月調査)  
【地域では…】 ① 地域住民の生きがいと自己実現 

 (83.3％)  ② 地域住民による社会参画の広がり

（58.3％）  ③ 地域社会の活性化(91.7％) 

④ 学校と子どもたちへの理解の深まり(91.7％)  
  第１回研修会(R元.9.2)でのボランティアの皆さんの

肯定的評価です。 

みなさん こんにちは 

小林市に来られた先生方 はじめまして！ 
 

Q４ 

（３・４月の計画はいただいています） 

永久津小 手話講座 ５年生 

  
【児童代表お礼の言葉より】 学んだことを家族にも話し
て、手話を使っていきたいです。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2021.4.1 学校向け第 1 号 

南 小 学習発表会 ４年生 

西小林中 先輩の声を聞く会 

【児童のあいさつ・曲の紹介より】 ◆発表会ができるの
で、とてもうれしいです。◆ 見どころは歌声とかけ声で
す。 ◆実行委員会を中心に学年全員で作った詩で
す。 ◆これからもみんなでひとつになって、いろいろな
ことに挑戦します。  ※進行は児童が行いました。

【◆アドバイス ■お礼の言葉】
◆高校は申し込んで参加する活動
が多い。自主性・積極性が大事
◆与えられたことだけでなく、自分
がしたいことを考えてほしい。
◆地域の魅力を発信する活動もし

久保さんは６歳の時に家族と共にパラオに移住。戦
後、１０歳で環野 たまきの 地区に入植しました。

最近、ホームページを立ちあげ、それを見た方の電話
やメール、訪問が増えているそうです。昨年はパラオ大
使も訪れました。「パラオ環野」で検索できます。

細野中 認知症サポーター養成講座 ３年生 

●KSSVC だよりでは、講師のお話に
加えて、子どもたちの質問・感想・お

幸ヶ丘小 「パラオ環野」見学 

小林 普通 ・小林秀峰 機械・
経営情報・福祉 ・飯野 普通・
生活文化 の１・２年生６名

ソーラン節 

２年生 

食物・和服・洋服
の検定１級を取る
「３冠」が目標です 

ている。 ◆評定はテストの得点の７割プラス平常点で
決まる。平常点は課題の提出、授業中の態度など。 
◆野球部の遠征などで親に世話になっているのでがん
ばりたい。 ◆目標は変わってもいい。高校で終わりで
はない。 ◆成績だけで、高校を選ばないでほしい。 
◆先生に質問するなど、自分から情報を取りに行くよう
にしている。 
■先輩方のお話を自分の生活に役立てたいです。

生駒高原に
あります。

【３つの「ない」】 ◆驚かせない ◆急がせない 
◆プライドを傷つけない  

【７つのポイント】 ①まずは見守る ②余裕を持って対応する 
③声をかける時は１人で ④後ろから声をかけない ⑤相手
の目線に合わせてやさしい口調で ⑥おだやかに、はっきり
した滑舌で ⑦相手の言葉に耳を傾けてゆっくりと対応 

小林地域包括支援
センターの皆さん

 

【お礼の言葉】 ３つの「ない」と７つのポイントを生かし
て、家族や困っている人を助けます。

事務局より 

礼の言葉などをたくさん紹介したいと思っています。活
動での子どもたちの「声」を楽しみにしています。

●小林市教育委員会では、地域学校協働活動に係る
保険をすべての学校に掛けています。詳しくは昨年配
布したマニュアル「学校支援者保証制度」をご覧くださ
い。今年度の分は、後日お届けします。

● 学 校 間 共 有 の 事 務 局 の フ ォ ル ダ に は 、 過 去 の
KSSVCだよりやボランティアの名簿、実践記録集の原
稿などが入っています。ご活用ください。

場所は… 学校間共有 ＞ 市教委 ＞ 社会教育
課 ＞ KSSVC事務局（地域学校協働活動推進事業）

ネットでも「たより」が読めます。（「KSSVC」で検索）
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学校向け 

① ボランティアの高齢化と固定化への対策  
  新規のボランティアを募集する学校が増えています。
学校だより、回覧板、メール等々、さまざまな方法があ
りますが、「学校に関わりのある方を通じて直接お願い
する方が確実」という校長先生の意見もあります。 

待っているだけではボランティアは集まらないという
思いから、募集の際に「高齢者の生きがいづくりや地域
の活性化のためにも協働活動は必要です」と、繰り返し
発信している学校もあります。 

 

② 既存の教育活動への外部人材・施設等の活用  
学校から紹介していただいた事例が最も多かった項

目です。地域の人材やその道の専門家の参画で児童
生徒の活動の幅が広がり、豊かな学びが生まれます。
だからこそ、多くの学校が実践しているのでしょう。今
後、新たな授業や行事での取組が求められています。 
「新規の活動は教育課程や授業時数の関係で難しい」
という声も聞きます。でも、課題を工夫して解決したから
こそ、長年続いている活動もあります。各学校のアイデ
ア豊かな取組を楽しみにしています。 
 
③ 緩やかなネットワークの構築   

※ 個人や団体が任意でつながるネットワーク  
◆ 「地域で子どもを育てる」には、どんな子に育ってほ
しいのかを協議し、共通理解する場が必要です。まち
づくり協議会など、地域の組織や団体に学校の代表が
加わるのは、大変意義のあることだと思います。  
◆ 「車椅子体験や高齢者疑似体験の場に地域の高齢
者が参加してくださるといいですね」。社会福祉協議会
の方の言葉です。認知症サポーター養成講座に、地域
の方が認知症の役で協力している学校もあります。  
◆ 学校がお世話になっている地域の催しに協力する
のは自然な流れです。しかし、過度な協力は児童生徒
や先生方の負担になり、イベントを消化するだけの取
組に終わってしまう危惧も感じています。参加者が満足
感を得、長く続けるためには、学校内はもちろんのこ
と、地域住民との共通理解・共通認識が必要でしょう。 
 
④ 学習支援ボランティアと教職員の働き方改革  
◆ 見守り隊や赤ペン先生等の取組は、教職員の負担
を軽減すると同時に、「学校の役に立ちたい」と願う
方々に活躍できる場を提供することにもなっています。
そして、その方の生きがいにつながり、ひいては地域を
活性化するきっかけになることでしょう。  
◆ 学校の「応援団」はたくさんいます。要は、そういう
方とどうつながるかです。「手伝えることがあれば言っ
てほしい」という話は、地域の方からよく聞きます。  

事務局でもボランティアの募集と紹介は続けていき
ますが、学校からの直接のお願いや働きかけがより効
果があると思います。 

この時期、 事務局が一番多く取材するのは？

地域学校協働活動の課題と方向性 

４月のある日曜日、通学路を並んで歩く親子を何組
か見かけました。中には、ランドセルを背負った姿も…。
新入生の予行練習だったのですね。子どもたちの安全
のために、家庭も学校も、いつも以上に配慮が必要な
季節です。「新年度の始まりは、通い慣れていない通勤
者も多いので、車には十分気をつけてください」と、以
前、警察の方から聞きました。 

まる付けのボランティア（野尻小）

昨年の交通教室（三松小）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2021.4.15 学校向け第 2 号 

東 方 中  

【生徒代表のあいさつより】  ◆ 東方中の皆さん、卒業
してからも、どこかで会ったら、声をかけてください。

◆ 支援学校の皆さん、多くの思い出を作ってくださり、
ありがとうございました。

須木中 性教育講話 

昨年度末の取組 （学年は旧）

３年生 小林こすもす支援学校との交流会 

がんばれ～！

地域へ花を届ける活動  

花を届けてくだ
さることに感謝
しています。 

市内の小中学校が行っている地域への貢献活動に
は、高齢者宅の窓ふきや除草作業、神社の清掃、地域
の行事での歌や演奏、祭りの準備や後片付けなどが
あります。また、地域のサロンとして空き教室を開放し
たり、図書の貸出をしている事例も見られます。

今は中断しているものもありますが、
「地域の中の学校の役割」について
考えるきっかけを与えてくれます。

東方中 ・ 永久津中 ライフプランニング 

講師：ライフプランナー
５名（ソニー生命）

（会場は東方中）

【講師のひと言】 夢を実現するには計画的に生きるこ
と。人生は「準備」と「早めに気づくこと」が大切です。

旧３年生 

受精卵は３か
月 で ２ ５ g に
なります。 

上原さん：助産師・宮崎
か母(ぼ)ちゃっ子くらぶ 

【主な内容】 ◆体の性・心の性 
◆男子と女子の心の違い 
◆人それぞれの性についての考
え方 ◆性の二面性（光と影） 
◆今、あなたが妊娠したら？ 
◆予期しない妊娠を避けるには 
◆性に関する犯罪 ◆デート DV 
◆性被害への具体的な対処法 
◆性感染症 ◆SNS との付き合
い方 ◆身につけてほしい力 
     ※ 今の自分を大切に！ 

（取材は３月１１日。授業前、東日本大震災の
犠牲者に全員で黙とうを捧げました）

【お礼の言葉より】 自分の性
への理解が深まりました。相手
の性も大切にします。


